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計測したボルト張力の比率を示す。

　CWD1D-0では累積すべり量900mm程度まで摩擦力は

上昇し20kNを超過後に急落した。摩擦力が上昇した要

因は，実験終了後の摩擦面②のT型金物ウェブ面とボ

ルト座金面に固着に伴う大きな摺動痕が見られること

から同種金属間の焼付が生じたものと推測される。ま

た摩擦力の急落は摺動に伴いボルト座金が回転し，ナッ

トの緩みが生じて起きたボルト張力の急減に起因する

ものと考えられる。一方，CWD2D-0では累積すべり量

200mm程度まで摩擦力が上昇し後に18kN前後の摩擦力

を保持し摺動したが，累積すべり変位約750mmからCWD1-

0と同様の現象により摩擦力が急落した。

　従って，ボルト座金に亜鉛溶融メッキを施したCWD2-

0でより安定した摩擦力が得られるが，ボルト張力を急

落させないためにボルト座金の回転を防ぐ必要がある。

また，CWD2-0ではボルト張力の低下により想定すべり

係数よりやや小さいすべり係数(≒0.8)しか発揮でき

ない結果となった。

3.2 実験Ⅱの実験結果

　図7にCWD2-1，CWD2-150mmの実験結果を示す。

　CWD2-1では累積変位200mm程度まで摩擦力が上昇後

は実験終了時まで約20kNの摩擦力を保持し摺動し，実

(a)摩擦力と累積変位の関係 (c)すべり係数と累積変位の関係(b)ボルト張力保持率と累積変位の関係

(a)摩擦力とすべり変位の関係 (c)ボルト張力保持率と累積変位の関係

図6 実験Ⅰ(CWD1-0,CWD2-0)の実験結果

図7 実験Ⅱ(CWD2-1,CWD2-150mm)の実験結果
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(b)摩擦力と累積変位の関係
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図6　普通ボルトを使用した試験体の摩擦力，ボルト張力の平均値，摩擦係数と累積すべり量の関係

写真2　普通ボルトを使用した試験体の加振終了後のコンクリート摩擦面(左から，M20,M22,M24 試験体)

図7　摺動開始点のすべり係数
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図○.○　壁負担せん断力とすべり変位，及び壁負担せん断力と累積すべり量の関係

図○.○　ボルト張力とすべり変位，及びボルト張力と累積すべり量の関係

図○.○　摩擦係数とすべり変位，及び摩擦係数と累積すべり量の関係
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